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３．１．３  伊豆衝突帯の地震活動調査によるプレート構造調査研究 

 

(1) 業務の内容 

(a) 業務の目的 

伊豆衝突帯周辺及び首都圏西部に中感度地震観測点を設置し、自然地震の観測を行

う。東大地震研究所が設置した観測点などのデータと結合し、精度の高い震源分布、

応力分布、速度構造や S 波スプリッティングなどを解析し、伊豆衝突帯のフィリピン

海プレート内部（スラブ内）の構造を解明する。 

 

(b) 平成 23 年度業務目的 

1) 平成 22 年度までに設置した 10 箇所で自然地震観測装置を維持・管理する。国立大学法人東

京大学地震研究所に設置される「データ収集・処理・公開センター」にデータを送信

し、引き続き観測データの蓄積に資する。 

2) 平成 22 年度までに明らかになった伊豆衝突帯の速度構造モデルを基本として、「３．

１．１ 中感度地震観測によるプレート構造調査」による中感度地震観測装置からなる

観測網(MeSO-net)、神奈川県温泉地学研究所及び他機関の地震観測データとの統合処

理による詳細な、震源分布・メカニズム解の分布、S 波スプリッティング解析の結果

を統合し、首都圏西部及び伊豆衝突帯のテクトニクス解明を進める。 

3)  これまでの研究成果から、伊豆半島衝突帯におけるフィリピン海プレートの速度構造

モデルおよび震源パラメータを「３．１．１ 中感度地震観測によるプレート構造調査」

に提供し、３．１．１(1)(b)3)の首都圏下のプレート構造の研究成果および３．１．１

(1)(b)4)の関東の地震カタログの取りまとめに協力する。 

 

(c) 担当者 

所属機関 役 職 氏 名 メールアドレス 

神奈川県温泉地学研究所 

 

研究課長 

技   師 

技   師 

技   師 

主任専門員 

次長兼管理課

長 

所長 

明田川 保 

本多  亮 

原田 昌武 

行竹 洋平 

伊東  博 

杉原 英和 

 

吉田 明夫 

 

 

 

(2) 平成 23 年度の成果 

 (a) 業務の要約 

1) 平成 22 年度までに設置した 10 箇所で自然地震観測装置を維持・管理した。国立大学法人東

京大学地震研究所に設置される「データ収集・処理・公開センター」にデータを送信し、

引き続き観測データの蓄積に資した。 
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2) 平成 22 年度までに明らかになった伊豆衝突帯の速度構造モデルを基本として、「３．

１．１  中感度地震観測によるプレート構造調査」による中感度地震観測装置からなる

観測網(MeSO-net)、神奈川県温泉地学研究所及び他機関の地震観測データとの統合処

理による詳細な、震源分布・メカニズム解の分布、S 波スプリッティング解析の結果を

統合し、首都圏西部及び伊豆衝突帯のテクトニクス解明を進めた。 

3) これまでの研究成果から、伊豆半島衝突帯におけるフィリピン海プレートの速度構造モ

デルおよび震源パラメータを「３．１．１  中感度地震観測によるプレート構造調査」

に提供し、３．１．１(1)(b)3)の首都圏下のプレート構造の研究成果および３．１．１

(1)(b)4)の関東の地震カタログの取りまとめに協力した。 

 

(b) 業務の成果 

1）１０箇所で自然地震観測を行う 

計 10 箇所（表 1）の観測点データを、地震研究所へ送信した。図 1 に観測点分布を示す。 

2）温泉地学研究所の観測網データと統合し、伊豆衝突帯のフィリピン海プレート内部（ス

ラブ内）の構造を解明する。 

臨時観測網の地震データも同時に用いた詳細な地震波速度構造解析の結果から、伊豆衝

突帯の構造モデルを作成した。解析は、対象領域を図 2 に示すグリッドに分割して行った。

対象地域の東側では、北北東に向かって沈み込むフィリピン海プレートとみられる高速度

帯の上部に、楔形の低速度領域が存在する。一方、西側においては東側のような明瞭な低

速度帯は見られず、震源の分布も東側に比べてやや深い場所に厚みをもって分布している

ように見える（図 3）。得られた速度構造や、これまでの震源メカニズム、S 波スプリッテ

ィング解析の結果を考慮して、東側では沈み込んだ PHS の上盤と本州弧の間に、付加し

たトラフ充填堆積物がはさみこまれている一方、西側では、丹沢ブロックの上部地殻が剥

離し、直接丹沢ブロックと接しているというモデルを構築した（図 4）。震源メカニズムの

解析や、S 波スプリッティングの解析から推定される、丹沢山地、足柄平野、箱根などで

の応力場の空間的な変化は、このような東西で異なる様式の沈みこみあるいは衝突が起き

ていることに起因すると考えられる。 

また、3 月 11 日の東北地方太平洋沖地震の直後から、誘発地震と考えられる微小地震が

特に箱根火山と北伊豆断層帯において多く発生した。これらの地震のメカニズムは、東西

に伸張軸を持つ横ずれ型が多く（図 5）、GPS などから推定される伊豆衝突帯周辺の応力

変化と調和的である 2)。この地震による伊豆衝突帯周辺の断層への応力変化の影響を、Δ

CFF を用いて評価した。その結果、三浦半島断層群や北伊豆断層では促進、国府津―松田

断層などでは抑制となった。神奈川県西部地震の想定断層モデルでも、若干の促進となっ

た（図 6）。 

MeSo-net を用いた震源過程の解析から、本震の際には宮城県沖から茨城県付近まで太

平洋プレート境界の広範囲から地震波が放出されたことが明らかとなった。地震波として

特に大きなエネルギーを放出したのは、宮城県沖であった（図 7）。破壊の伝播速度は平均

するとおよそ 2km/s であるが、実際には震源より南側への破壊の開始が遅れたためで、南

側のみに注目すると、3km/s 前後でスムーズに破壊が伝播したことが分かった 1)。 
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3）速度構造モデル、震源パラメータの研究成果の提供。 

平成 22 年度までの解析によって得られた伊豆衝突帯の速度構造モデルや震源パラメー

タについて、勉強会などを通して（１）の担当研究者と議論を行い、首都圏下のプレート

構造の研究成果および関東の地震カタログの取りまとめに協力した。 

 

 (c) 結論ならびに今後の課題 

観測網については、本年度は大きなトラブルもなく地震観測データを送信できており、

事業計画書で示した年度目標はほぼ達成したと考える。 

これまでの研究から、伊豆衝突帯である丹沢山地付近の地震波速度構造や、メカニズム

解の分布の特徴等が明らかとなってきた。丹沢山地の東側と西側では、フィリピン海プレ

ートの衝突（あるいは沈みこみ）の様式がやや異なっており、結果として東西のブロック

で地震の発生メカニズムも異なったものとなっている。現在、地震波速度構造モデルにつ

いては、論文として発表するための準備を進めている。 

2011 年東北地方太平洋沖地震は、宮城県沖から茨城沖まで広大な領域を破壊し、東日本

全域に大きな応力変化を引き起こした。伊豆衝突帯周辺の断層についても、一部の断層に

ついては断層破壊を促進するような応力変化が発生したことが分かった。実際に、北伊豆

断層帯や箱根火山では、誘発地震と考えられる微小地震活動が活発化している。これらの

状況から、伊豆衝突帯周辺の応力場が大きく影響を受けていると考えられるため、地震防

災を考える上では今後も観測を継続し、注意深く地震活動を監視する必要がある。 
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1)特許出願 
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2)ソフトウエア開発 

 なし 

3) 仕様・標準等の策定 

 なし 
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表 1 平成 22 年度までに設置した観測点（10 箇所） 

  所在地 学校名 住   所 

1 川崎市 有馬小学校 神奈川県川崎市宮前区東有馬 5-12-1 

2 横浜市 北方小学校 神奈川県横浜市中区諏訪町 29 

3 横浜市 奈良小学校 神奈川県横浜市青葉区奈良町 1541-2 

4 座間市 栗原小学校 神奈川県座間市栗原 6-8-1 

5 相模原市 根小屋小学校 神奈川県相模原市緑区根小屋 1580 

6 相模原市 青根中学校 神奈川県相模原市緑区青根 1926 

7 相模原市 青野原小学校 神奈川県相模原市緑区青野原 1250-1 

8 相模原市 二本松小学校 神奈川県相模原市緑区二本松 2-9-1 

9 相模原市 
津久井中央小

学校 
神奈川県相模原市緑区三ケ木 39-7 

10 横浜市 平戸小学校 神奈川県横浜市戸塚区平戸町 542 

図１ 首都直下地震防

災・減災特別プロジェクト

観測点配置と温地研担当

観測点 
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図 2 地震波速度構造モデル解析の為のグリッド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 3 次元速度構造の断面図。距離の基準点は、図 2 に○で示す。X=0 から－10km の

断面では、北に向かって楔形の低速度帯が存在する。低速度帯は X=－15km 断面より西側

では明瞭に見えない。また、震源は X=－15km よりも西寄りでは厚みを持って分布し、東

側では低速度帯との境界に分布する。 

距離(Y)[km] 距離(Y)「km」 
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図 4 速度構造の解析結果から推定した、伊豆衝突帯の形成過程モデル

図 5 東北地方太平洋沖地震発生後に誘発された、箱根火山の微小地震の震源

分布。誘発地震は最大で M4.8、メカニズムは横ずれ型であった。 
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図 6 2011 年東北地方太平洋沖地震による

伊豆衝突帯周辺の断層上の応力変化 

 

(a) 三浦半島断層群、(b)神奈川県西部地震想

定断層、(c)丹那断層 

(b) 神奈川県西部地震想定断層 (a) 三浦半島断層群 

(c) 丹那断層 
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図 7 MeOS-net のつくば‐藤沢アレイと入間‐銚子アレイの観測データから

推定した、2011 年東北地方太平洋沖地震における地震波の放射強度分布 


